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中
央
労
働
金
庫

第
一
三
回
通
常
総
会
開
催
さ
れ
る

　

中
央
労
働
金
庫
第
一
三
回
通

常
総
会
は
、
二
〇
一
三
年
六
月

二
六
日
午
後
一
時
よ
り
東
京
・

サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
出
席
代
議
員
五
一
四
名
、

多
数
の
来
賓
の
臨
席
の
も
と
で

開
催
さ
れ
、
全
議
案
と
も
原
案

通
り
確
認
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
次
通
常
総
会
に
お
い
て
確

認
・
承
認
さ
れ
た
主
な
議
案
は

次
の
通
り
で
す
。

◇　

報
告
事
項

第
一　

二
〇
一
二
年
度
事
業
活

動
報
告

第
二　

第
一
二
期
（
平
成
二
四

年
四
月
一
日
か
ら
平

成
二
五
年
三
月
三
一

日
ま
で
）
業
務
報
告 

貸
借
対
照
表
お
よ
び
損

益
計
算
書
の
報
告

◇
　
第
一
号
議
案

第
一
二
期
剰
余
金
処
分

案
承
認
の
件

◇
　
第
二
号
議
案

二
〇
一
三
年
度
事
業
計

画
設
定
の
件

◇
　
第
三
号
議
案
　

定
款
一
部
変
更
の
件

◇
　
第
四
号
議
案

任
期
満
了
に
伴
う
役
員

改
選
の
件

　
　
　

今
次
通
常
総
会
に
お
い

て
、「
伍
井　

邦
夫
」

栃
木
県
本
部
長
が
退
任

さ
れ
、
新
し
く
「
青
木

　

義
明
」
連
合
栃
木
会

長
が
栃
木
県
本
部
長
に

就
任
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
常
勤
役
員
体
制
に
つ
い

て
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

◇
　
常
勤
役
員
体
制

理 

事 

長　

吉
田　

正
和

　
　
　
　
　

代
表
理
事

副
理
事
長　

山
口　

茂
記　

　
　
　
　
　

代
表
理
事

専
務
理
事　

鈴
木　

一
郎

　
　
　
　
　

代
表
理
事

常
務
理
事
兼
執
行
役
員

　
　
　
　
　

井
上　

雅
夫

　
　
　
　
　

稲
垣　
　

聰

　
　
　
　
　

山
本　

修
一

　
　
　
　
　

富
田　

剛
史

　
　
　
　
　

池
谷　
　

匠

　
　
　
　
　
　

東
京
都
本
部
長

　
　
　
　
　

野
村　

芳
広

　
　
　
　
　

神
奈
川
県
本
部
長

　
　
　
　
　

山
崎　

正
美

　
　
　
　
　
　

茨
城
県
本
部
長

　
　
　
　
　

日
高　

英
彦

　
　
　
　
　
　

千
葉
県
本
部
長

　
　
　
　
　

宮
本　

重
雄

　
　
　
　
　
　

埼
玉
県
本
部
長

　
　
　
　
　

大
橋　

豊

　
　
　
　
　
　

群
馬
県
本
部
長

　
　
　
　
　

青
木　

義
明

　
　
　
　
　
　

栃
木
県
本
部
長

　
　
　
　
　

渡
辺　

一
彦

　
　
　
　
　
　

山
梨
県
本
部
長

執
行
役
員

　
　
　
　
　
　

鈴
木　

英
二
郎

　
　
　
　
　
　

菊
池　

良
孝

　
　
　
　
　
　

小
木
曽　

治
彦

常
勤
監
事　
　

　
　
　
　
　
　

八
尾　

和
夫

　
　
　
　
　
　

山
口　

淳
一

監　
　

事

　
　
　
　
　
　

亀
田　

卓

　
　
　
　
　
　

高
野　

冨
二
男

　
　
　
　
　
　

椎
名　

衛

参
加
さ
れ
た
代
議
員
の
皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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栃
木
県
生
協
連

第
四
十
四
回
総
会
が
終
了

２
０
２
５
年
に
向
け
た
ビ

ジ
ョ
ン
・
中
期
計
画
を
創

り
ま
す

と
ち
ぎ
コ
ー
プ
・ 

コ
ー
プ
ネ
ッ
ト
事
業
連
合

　

６
月
２
８
日
（
金
）
宇
都
宮

市
と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
パ
ル
テ
ィ
に
於
い
て
第
４

４
回
の
総
会
が
開
催
さ
れ
、
全

会
一
致
で
す
べ
て
の
議
案
が
承

認
さ
れ
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
２
年
度
の
活
動
で

は
、
東
日
本
大
震
災
と
原
発
事

故
に
よ
る
避
難
者
を
支
援
す
る

取
組
み
を
継
続
的
に
毎
月
実
施

し
て
き
た
こ
と
、
栃
木
県
内
へ

の
避
難
者
を
対
象
と
し
た
ふ
れ

あ
い
お
茶
会
が
く
ら
し
部
会

（
地
域
生
協
の
理
事
が
中
心
と

な
っ
た
部
会
）
の
メ
ン
バ
ー
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
一
緒
に
な
っ
て

企
画
し
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

福
島
県
庁
の
担
当
者
が
参
加
す

る
こ
と
も
あ
り
、
ホ
ッ
と
す
る

場
で
あ
り
な
が
ら
福
島
の
情
報

も
知
る
こ
と
の
で
き
る
場
と
な

り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
場
と
評
価

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

い
わ
き
市
四
倉
の
仮
設
住
宅
で

も
継
続
的
に
お
茶
会
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は

毎
回
待
ち
遠
し
い
と
の
声
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、

福
島
県
生
協
連
か
ら
の
「
安
心

し
て
住
め
る
「
福
島
」
を
取
り

戻
す
た
め
の
署
名
活
動
」
に
取

組
み
ま
し
た
。

　

と
ち
ぎ
食
の
安
全
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
は
、
栃
木
県
の
委
託

を
受
け
て
「
と
ち
ぎ
食
品
安
全

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
６
月
７
月
と

県
北
と
県
央
の
２
会
場
で
、
県

と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
共
催
で
開

催
し
、
約
６
０
０
名
の
方
に
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
下
期
に

は
、県
か
ら
の
受
託
事
業
で「
食

の
安
全
安
心
と
ち
ぎ
消
費
者
セ

ミ
ナ
ー
」
を
１
０
月
か
ら
３
月

に
亘
り
、
放
射
能
を
テ
ー
マ
に

県
内
２
０
会
場
で
開
催
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
全
体
で
、
１
８

８
０
名
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
２
年
の
国
際
協
同
組

合
年
で
は
、
県
内
の
協
同
組
合

１
２
団
体
に
よ
る
「
協
同
組
合

年
栃
木
県
実
行
委
員
会
」
が
発

足
し
、
６
月
２
３
日
に
は
県
内

協
同
組
合
３
６
団
体
５
２
ブ
ー

ス
の
出
展
に
よ
り
「
協
同
組
合

ま
つ
り
」
を
マ
ロ
ニ
エ
プ
ラ
ザ

で
開
催
、
約
１
万
人
の
来
場
が

あ
り
ま
し
た
。
２
０
１
２
年
１

２
月
５
日
に
は
３
５
団
体
９
９

名
の
参
加
で
「
協
同
組
合
交
流

会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

生
協
連
の
運
営
で
は
、
２
０

１
３
年
か
ら
２
０
１
５
年
ま
で

の
三
年
間
に
渡
る
第
五
次
中
期

計
画
が
承
認
さ
れ
、
２
０
１
２

年
１
０
月
の
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協

同
組
合
同
盟
）
臨
時
総
会
で
承

認
さ
れ
た
、「
協
同
組
合
の
１

０
年
」
に
向
け
た
、
２
０
２
０

年
の
挑
戦
に
向
け
て
栃
木
県
で

の
活
動
を
具
体
化
す
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
３
年
度
の
計
画
で

は
、
東
日
本
大
震
災
と
原
発
事

故
に
よ
る
避
難
者
支
援
を
継
続

的
に
実
施
し
、
社
会
貢
献
活
動

に
積
極
的
に
取
組
み
、
会
員
の

経
営
の
安
定
を
は
か
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

県
連
の
役
員
体
制
で
は
、
専

務
理
事
の
交
代
が
あ
り
ま
し

た
。

（
新
任
）
専
務
理
事　

中
田
和

良
（
と
ち
ぎ
コ
ー
プ
）

（
退
任
）
前
専
務
理
事　

鎌
柄

克
美

　

と
ち
ぎ
コ
ー
プ
は
こ
れ
ま

で
、
関
東
信
越
８
都
県
の
地
域

購
買
生
協
と
と
も
に
、
コ
ー
プ

ネ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
と
し
て
共
通

の
理
念
「
Ｃ
Ｏ
・
Ｏ
Ｐ
と
も
に

は
ぐ
く
む
く
ら
し
と
未
来
」、

２
０
１
５
年
ビ
ジ
ョ
ン
「
食
と

く
ら
し
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

最
も
信
頼
さ
れ
る
存
在
に
な
り

ま
す
」、
３
ヵ
年
毎
の
各
中
期

計
画
を
策
定
し
、
事
業
と
連
帯

活
動
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。

　
「
理
念
」
は
生
協
の
存
在
意

義
・
存
在
価
値
・
使
命
を
示
し
、

「
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
５
年
後
や
10

年
後
の
あ
り
た
い
姿
を
表
し
、

「
中
期
計
画
」は
、理
念
・
ビ
ジ
ョ

ン
を
実
現
す
る
た
め
の
具
体
的

な
計
画
に
な
り
ま
す
。

　

将
来
に
わ
た
っ
て
一
人
ひ
と

り
の
組
合
員
に
貢
献
し
続
け
ら

れ
る
生
協
を
め
ざ
し
、
こ
の
７

月
、
こ
れ
ま
で
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

発
展
さ
せ
２
０
２
５
年
を
目
標

と
し
た
新
し
い
ビ
ジ
ョ
ン
・
中

期
計
画
の
策
定
準
備
に
入
り
ま

し
た
。策
定
に
あ
た
っ
て
は「
組

合
員
ア
ン
ケ
ー
ト
」を
実
施
し
、

多
く
の
組
合
員
の
声
と
智
恵
を

よ
せ
あ
っ
て
、
２
０
１
４
年
完

成
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
「
組
合
員
ア
ン
ケ
ー
ト
」
は

コ
ー
プ
デ
リ
宅
配
、
コ
ー
プ
の

各
店
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
で

配
布
・
回
収
さ
れ
る
他
、
と
ち

ぎ
コ
ー
プ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

記
入
・
提
出
す
る
事
が
で
き
ま

す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
期
間
は

７
月
15
日
～
８
月
３
日
で
す
。
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団
体
生
命
共
済
の
制
度
改
定
の
お
知
ら
せ

制
度
改
定
の
背
景

「
入
院
共
済
金
」
が

日
帰
り
入
院
か
ら
！

「
疾
病
障
害
見
舞
金
」
の

改
定
ポ
イ
ン
ト

　

団
体
生
命
共
済
は
、

1
9
6
5
年
に
実
施
し
て
以

来
、
労
働
組
合
等
団
体
の
構
成

員
の
助
け
合
い
を
具
体
化
し
た

主
力
共
済
と
し
て
、
多
く
の
ご

利
用
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
現
状
と
し
て
、協
力
団
体
・

組
合
員
の
期
待
や
関
心
は
、
医

療
保
障
や
障
が
い
保
障
を
中
心

に
高
ま
っ
て
お
り
、
企
業
内
・

組
織
内
の
保
障
と
相
互
に
補
完

し
あ
え
る
よ
う
な
団
体
生
命
共

済
の
商
品
提
供
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
今
改
定
で
は
、
協
力

団
体
や
組
合
員
の
皆
さ
ま
か
ら

の
保
障
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
新
た

な
保
障
の
追
加
、

基
本
契
約
・
特
約

の
加
入
限
度
の
拡

大
な
ど
を
行
な
い

ま
し
た
。

　

産
業
別
労
組
、

広
域
労
組
の
保
障

制
度
の
な
か
に

も
、
全
労
済
の
団

体
生
命
共
済
を
利

用
し
て
い
る
も
の
が
数
多
く
あ

り
ま
す
。
今
一
度
、
改
定
さ
れ

た
制
度
内
容
に
つ
い
て
ご
確
認

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

今
年
6
月
の
制
度
改
定
で

は
、
入
院
保
障
が
日
帰
り
入
院

か
ら
対
象
と
な
り
、
ま
す
ま
す

充
実
し
た
保
障
と
な
っ
て
い
ま

す
。
団
体
生
命
共
済
の
契
約
発

効
日
（
更
新
日
）
に
か
か
わ
ら

ず
、
2
0
1
3
年
6
月
を
も
っ

て
一
斉
に
適
用
と
な
り
ま
す
の

で
、
契
約
期
間
の
途
中
で
あ
っ

て
も
改
定
内
容
が
適
用
さ
れ
ま

す
。

　

災
害
入
院
共
済
金
（
不
慮
の

事
故
に
よ
る
入
院
）、
ま
た
は

病
気
入
院
共
済
金
（
病
気
に
よ

る
入
院
）
の
支
払
要
件
が
こ
れ

ま
で
、「
連
続
し
て
5
日
以
上

入
院
し
た
と
き
に
、
1
日
目
か

ら
保
障
」
だ
っ
た
も
の
が
、
改

定
後
「
1
日
以
上
入
院
し
た
と

き
に
、
1
日
目
か
ら
保
障
」
と

な
り
、
日
帰
り
入
院
か
ら
保
障

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

加
入
者
が
契
約
期
間
中
に
定

め
ら
れ
た
い
ず
れ
か
の
特
定
の

身
体
の
障
が
い
に
、
は
じ
め
て

な
っ
た
場
合
に
病
気
入
院
特
約

を
付
帯
さ
れ
て
い
れ
ば
「
疾
病

障
害
見
舞
金
」
が
支
払
わ
れ
ま

す
。
こ
の「
疾
病
障
害
見
舞
金
」

に
つ
い
て
は
、
大
き
く
2
点
の

改
定
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
、

保
障
範
囲
の
拡
大
で
す
。
こ
れ

ま
で
の
項
目
に
加
え
、
今
改
定

で
新
た
に
3
項
目
追
加
さ
れ
ま

し
た
。

　

次
に
、
保
障
上
限
年
齢
の
引

き
上
げ
で
す
。
平
成
18
年
に
高

年
齢
雇
用
安
定
法
が
改
正
さ

れ
、
企
業
に
は
65
歳
ま
で
の
雇

用
確
保
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
65
歳
定
年
退
職
が
進
ん
で

い
く
中
、
退
職

前
に
保
障
が
無

く
な
ら
な
い
よ

う
、「
疾
病
障

害
見
舞
金
」
の

保
障
の
上
限
年

齢
を
、
こ
れ
ま

で
の
「
65
歳
未

満
」
か
ら
改
定

後
「
66
歳
未
満
」

へ
と
引
き
上
げ

が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

企
業
に
お
け
る

団
体
保
障
制
度

は
、「
た
す
け
あ

い
の
輪
」
が
広

が
れ
ば
広
が
る

ほ
ど
、
良
い
も

の
と
な
っ
て
い

き
ま
す
。
全
労
済
で
は
、
こ
れ

か
ら
も
団
体
生
命
共
済
を
柱
と

し
た
「
生
活
保
障
設
計
運
動
」

の
取
り
組
み
と「
た
す
け
あ
い
」

の
機
能
を
強
化
し
、
団
体
に
お

け
る
福
利
厚
生
の
充
実
に
向
け

た
制
度
改
定
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
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夏
本
番
！
熱
中
症
の
お
話

今
年
は
記
録
的

猛
暑
の
予
感
…
？

お
子
さ
ま
の

病
気
や
け
が
に
備
え
る

熱
中
症
にご

注
意
く
だ
さ
い
！

板
橋
賢
二
様
ご
逝
去

今
後
の
予
定

七
月

二
四
日　

栃
木
労
生
協
理
事
会

二
六
日　

栃
木
県
地
域
福
祉
振 

興
基
金
運
営
委
員
会

二
七
日　

市
民
会
議
収
穫
祭

三
〇
日　

全
労
済
通
常
総
代
会 

全
労
済
代
表
者
会
議

三
一
日　

栃
木
県
自
殺
対
策
連

絡
協
議
会

八
月

一
日
～
二
日労

福
協
東
部
ブ
ロ
ッ

ク
代
表
者
会
議
・
幹

事
会
合
同
会
議

　

六
日　

福
祉
セ
ン
タ
ー
理
事

会 た
す
け
あ
い
編
集
委

員
会

　

七
日　

セ
ン
タ
ー
夏
祭
り

　

九
日　

労
福
協
幹
事
会

二
二
日　

労
福
協
東
部
ブ
ロ
ッ

ク
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト

研
修 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
北
関
東
総
支

部
定
期
大
会

九
月

六
日
～
七
日労

福
協
東
部
ブ
ロ
ッ

ク
福
祉
リ
ー
ダ
ー
塾

　

7
月
に
入
っ
た
ば
か
り
の

日
本
全
国
各
地
で
は
猛
烈
な
暑

さ
に
見
舞
わ
れ
、
東
京
都
心
で

は
3
5
度
以
上
の
猛
暑
日
の

連
続
日
数
4
日
の
タ
イ
記
録

と
な
り
ま
し
た
。
東
京
都
心
で

4
日
連
続
猛
暑
日
と
な
っ
た

の
は
2
0
1
0
年
以
来
で
す

が
、
同
年
は
1
8
9
8
年
の

統
計
以
来
最
も
暑
い
夏
で
「
異

常
気
象
」
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

栃
木
県
に
お
い
て
も
、
宇
都

宮
市
で
の
7
/
1
（
月
）
か

ら
の 

1
0
日
間
で
の
平
均
気

温
は
3
0
度
を
超
え
て
い
る

状
況
で
す
。
6
月
に
比
べ
、

ガ
ラ
ッ
と
変
わ
っ
て
急
に
暑
く

な
り
ま
し
た
。
お
体
に
は
充
分

に
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

　

今
年
7
月
初
旬
の
記
録
的

猛
暑
の
影
響
で
、
各
地
で
熱
中

症
患
者
が
急
増
し
た
こ
と
は
記

憶
に
新
し
い
こ
と
か
と
思
い
ま

す
。
近
年
、
夏
期
に
お
け
る
熱

中
症
の
救
急
搬
送
者
数
は
4

万
人
前
後
で
推
移
し
て
お
り
、

平
成
2
4
年
の
月
別
の
熱
中

症
に
よ
る
救
急
搬
送
者
数
は

7
月
だ
け
で
約
2
万
人
と
年

間
で
最
多
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
入
院
を
必
要
と
す

る
熱
中
症
患
者
は
全
体
の
約

3
割
を
占
め
て
お
り
、
熱
中

症
に
対
す
る
よ
り
一
層
の
注
意

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
（
消

防
庁
よ
り
）。
の
ど
が
渇
い
て

い
な
く
て
も
、
水
分
補
給
を
こ

ま
め
に
と
る
な
ど
し
て
熱
中
症

を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

　

夏
に
潜
む
危
険
は
、
熱
中
症

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
夏
休

み
に
は
、
元
気
な
お
子
さ
ま
と

家
族
で
遊
び
に
出
か
け
る
こ
と

も
多
く
な
り
ま
す
。
海
や
山
、

レ
ジ
ャ
ー
な
ど
は
楽
し
み
が
盛

り
だ
く
さ
ん
な
反
面
、
危
険
も

た
く
さ
ん
潜
ん
で
い
ま
す
。
そ

う
し
た
リ
ス
ク
に
備
え
る
た
め

に
、
満
0
歳
か
ら
満
14
歳
ま
で

の
健
康
な
方
が
ご
加
入
い
た
だ

け
る
「
こ
く
み
ん
共
済
キ
ッ
ズ

タ
イ
プ
」
が
あ
り
ま
す
。

　
「
キ
ッ
ズ
タ
イ
プ
」
は
月
々

9
0
0
円
の
お
手
頃
な
掛
金

で
、
病
気
や
け
が
で
入
院
し

た
と
き
は
、
日
帰
り
入
院
か

ら
日
額
5
，
0
0
0
円
が
最

高
3
6
5
日
分
ま
で
保
障
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
通
院
し
た

と
き
も
1
日
目
か
ら
日
額
2
，

0
0
0
円
が
最
高
90
日
分
ま

で
保
障
対
象
と
な
り
ま
す
。
こ

の
ほ
か
、
お
子
さ
ま
の
行
動

か
ら
、
第
三
者
に
対
す
る
損

害
賠
償
が
発
生
し
た
と
き
最

高
1
0
0
万
円
ま
で

保
障
さ
れ
ま
す
。
夏

本
番
を
迎
え
る
前
に
、

お
子
さ
ま
へ
の
保
障

を
充
分
に
さ
れ
て
か

ら
夏
休
み
を
楽
し
く

過
ご
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

労
福
協
副
会
長
（
全
労
済
栃

木
県
本
部
長
）板
橋
賢
二
様（
享

年
六
一
歳
）
が
平
成
二
五
年
六

月
二
四
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上

げ
、
こ
れ
ま
で
の
ご
厚
誼
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
板
橋

様
は
、
一
九
九
一
年
か
ら
幹
事

を
二
期
四
年
、
事
務
局
長
を
二

期
四
年
、
副
会
長
を
七
期
一
四

年
の
長
き
に
わ
た
り
労
福
協
の

発
展
に
ご
活
躍
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
特
に
二
〇
〇
七
年
地
域

運
動
の
発
展
、
そ
し
て
未
組
織

労
働
者
の
相
談
の
拠
り
所
を
作

り
一
人
で
も
多
く
の
人
達
に
役

立
つ
組
織
の
確
立
を
は
か
る
た

め
、
県
内
六
地
域
（
宇
河
・
な

ん
た
い
・
那
須
・
わ
た
ら
せ
・

下
都
賀
・
芳
賀
）
に
、
労
働
福

祉
四
団
体
を
中
心
に
「
働
く
人

の
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
」
の
設

立
に
向
け
、
ご
尽
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

故
人
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。（
労
福
協
）

労
福
協
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沖
縄
基
地
問
題
考
え
る
契
機
に

働
く
人
の
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
と
ち
ぎ
宇
河
支
部
活
動
紹
介

▲連合栃木から参加の 5名

連
合
「
平
和
行
動in

沖
縄
」
に
参
加

　

突
然
で
す
が
、
私
が
幼
少
期

を
過
ご
し
た
故
郷
・
矢
板
市
は
、

ご
存
知
の
通
り
、
国
か
ら
栃
木

県
内
指
定
廃
棄
物
の
最
終
処
分

場
候
補
地
に
選
定
さ
れ
ま
し
た

(

現
在
は
一
旦
取
り
下
げ)
。
必

要
な
施
設
で
す
が
、
不
安
が
大

き
い
だ
け
に
、
住
民
の
反
対
は

当
然
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
他

の
地
域
の
方
は
ど
う
思
っ
て
い

る
で
し
ょ
う
か
。
正
直
、「
う

ち
の
地
域
以
外
な
ら
…
」
と
い

う
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。

連
合
「
二
〇
一
三
平
和
行
動in

沖
縄
」(

六
月
二
三
日
～
二
四

日)

に
参
加
し
、
様
々
な
お
話

を
伺
っ
て
い
る
と
、
沖
縄
県
の

基
地
問
題
と
指
定
廃
棄
物
最
終

処
分
場
問
題
と
が
自
分
の
中
で

リ
ン
ク
し
ま
し
た(

次
元
の
違

う
問
題
で
す
が)

。

　

戦
後
六
八
年
、
沖
縄
が
日

本
に
復
帰
し
て
四
一
年
が
経
過

し
た
今
、
沖
縄
県
内
に
は
日
本

に
あ
る
米
軍
専
用
施
設
の
約
七

四
％
が
集
中
し
て
い
ま
す
。
多

く
の
沖
縄
県
民
が
米
軍
基
地
の

縮
小
を
望
み
、
普
天
間
基
地
の

辺
野
古
移
設
に
反
対
し
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。
米
兵
に
よ
る

事
件
事
故
も
後
を
絶
た
ず
、
沖

縄
県
民
は
常
に
不
安
と
隣
合
わ

せ
の
日
常
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
沖
縄
県
の
過
重
な
米
軍
基

地
負
担
に
対
し
、
沖
縄
県
民
以

外
の
国
民
が
ど
の
く
ら
い
不
公

平
を
感
じ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　

連
合
主
催
の
「
平
和
オ
キ
ナ

ワ
集
会
」
で
基
調
講
演
し
た
佐

藤
優
氏
（
元
外
交
官
）
は
、
米

軍
基
地
の
県
外
移
設
を
抑
制
し

て
い
る
『
民
意
』
に
対
し
て
「
沖

縄
を
本
土
が
同
胞
と
考
え
て
い

る
か
否
か
の
問
題
だ
」
と
し
、

沖
縄
へ
の
構
造
的
な
差
別
が
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。
こ

の
言
葉
に
私
自
身
、「
ギ
ク
リ
」

と
感
じ
ま
し
た
。
心
の
ど
こ
か

に
あ
っ
た
「
基
地
問
題
？
う
ち

（
栃
木
県
）
に
は
関
係
無
い
か

な
ぁ
…
」
と
い
う
気
持
ち
が
見

透
か
さ
れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
佐
藤
氏
は
更
に
「
差
別
す

る
者
は
、
自
分
が
差
別
者
で
あ

る
と
自
覚
し
な
い
」
と
続
け
ま

し
た
。

　

沖
縄
戦
で
は
、
住
民
や
日
米

軍
人
な
ど
合
わ
せ
て
二
〇
万
人

以
上
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。

沖
縄
に
は
多
く
の
戦
禍
が
残
さ

れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
深
刻

な
基
地
問
題
が
の
し
か
か
っ
て

い
ま
す
。
不
公
平
で
過
重
な
沖

縄
の
基
地
負
担
の
問
題
を
、
同

じ
日
本
国
民
と
し
て
、
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感

じ
ま
し
た
。
故
郷
を
想
う
気
持

ち
は
、
誰
も
が
一
緒
で
す
。

　

最
後
に
、「
二
〇
一
三
平
和

行
動in

沖
縄
」
に
は
、
連
合

栃
木
か
ら
五
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、

ご
参
加
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
参
加
者
の
感
想
が
、
連

合
栃
木
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
是
非
ご
覧
い
た
だ
き
、

平
和
へ
の
願
い
を
共
有
し
、
沖

縄
の
基
地
問
題
に
つ
い
て
関
心

を
深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

(
連
合
栃
木
・
鈴
木)

　

二
〇
一
〇
年
四
月
に
連
合
栃

木
宇
河
地
域
協
議
会
内
に
宇
河

支
部
を
開
設
し
て
以
来
、
宇
河

地
協
を
は
じ
め
と
し
て
各
団
体

の
ご
支
援
を
え
て
、
お
陰
様
で

三
年
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
二
一
〇
三
年
六
月
現
在

の
相
談
件
数
は
、
職
場
の
悩
み

一
九
件
・
金
融
相
談
四
件
・
保

障
問
題
二
件
・
く
ら
し
の
相
談

一
一
件
・
そ
の
他
一
件
で
、
相

談
方
法
は
、
面
談
五
件
・
電
話

三
二
件
の
合
計
三
七
件
と
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
機
会

に
年
度
毎
の
総
括
を
行
い
、
今

後
の
た
め
の
課
題
を
提
起
し
、

次
年
度
の
活
動
に
つ
い
て
、
各

団
体
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら

積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

今
後
の
課
題
と
推
進
に
つ
い

て
、
①
相
談
案
件
の
実
績
は
低

調
で
、
月
平
均
一
件
程
度
で

す
が
、
相
談
内
容
は
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
に
富
ん
で
お
り
、「
職

場
の
悩
み
」
で
は
労
働
問
題
が

一
番
多
く
、
労
働
法
関
係
の
改

正
、
施
行
等
に
よ
る
今
後
の
動

向
に
つ
い
て
の
紹
介
や
相
談
、

不
当
解
雇
問
題
で
は
「
突
然
辞

め
て
欲
し
い
と
言
わ
れ
た
が
」

が
主
な
内
容
で
あ
っ
た
。
続
い

て
「
く
ら
し
の
相
談
」
で
は
相

続
問
題
、
不
動
産
ト
ラ
ブ
ル
、

「
金
融
関
係
」
で
は
税
金
の
順

に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
チ
ラ

シ
の
「
ど
ん
な
こ
と
で
も
、
ど

な
た
で
も
お
き
が
る
に
！
」
の

キ
ャ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
相
談
し
て

く
る
例
が
多
い
の
で
積
極
的
に

取
り
上
げ
て
い
き
た
い
。
②
後

方
に
つ
い
て
は
、
相
談
日
の
連

合
栃
木
宇
河
地
協
事
務
所
前
の

看
板
掲
示
、
宇
都
宮
市
役
所
内

ポ
ス
タ
ー
掲
示
を
実
施
、
宇
河

地
協
の
協
力
に
よ
る
Ｊ
Ｒ
、
東

武
駅
頭
の
チ
ラ
シ
配
布
も
効
果

的
で
あ
り
今
後
と
も
支
援
を
仰

い
で
い
き
た
い
。
③
相
談
者
の

大
半
が
弁
護
士
費
用
等
の
問
題

か
ら
、
無
料
の
当
相
談
セ
ン

タ
ー
へ
の
相
談
が
多
い
こ
と
か

ら
行
政
等
の
無
料
相
談
所
の
紹

介
も
含
め
て
、
連
合
栃
木
「
な

ん
で
も
労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」

「
法
律
相
談
室
」
を
積
極
的
に

紹
介
し
て
い
き
た
い
。

（
相
談
員　
　

関
谷
）
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※詳しくはパンフレット（契約概要）をご覧下さい。

〒320-0964 宇都宮市駅前通り1-3-1フミックスSTMビル

アフラック（アメリカンファミリー生命保険会社）
宇都宮支社　TEL028-623-0192

〒320-0052 宇都宮市中戸祭町 821　県労福センター 6F

栃木ファミリー（栃木労生協　保険部）
フリーダイヤル　0120-839-816

（引受保険会社） （お問い合わせ先・募集代理店）

がん保障の備えは万全ですか？
【主契約】
がんの保障

ご希望にあわせて必要な特約をお選びください
プラス

特
約

カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル

前
期
講
座
始
ま
る

福
祉
セ
ン
タ
ー

　

お
陰
様
を
も
ち
ま
し
て
、
当

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
カ
ル
チ
ャ
ー

ス
ク
ー
ル
も
六
年
目
を
む
か
え

ま
し
た
。

　

今
年
度
の
前
期
の
募
集
も
す

み
、
一
七
〇
名
か
ら
の
人
が
受

講
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

募
集
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
英

会
話
、
書
道
、
ヨ
ガ
な
ど
は
、

募
集
定
員
を
上
回
り
、
締
め
切

り
前
に
募
集
を
終
了
す
る
講
座

も
あ
り
、
希
望
者
の
方
に
は
、

大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
こ

と
と
な
り
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

現
在
ま
で
の
延
べ
受
講
者
は

一
二
〇
〇
名
を
超
え
ま
し
た
。

当
初
は
、
英
会
話
・
書
道
・
手

話
・
絵
手
紙
の
四
コ
ー
ス
で
し

た
が
、
今
で
は
、
英
会
話
は
、

昼
（
二
ク
ラ
ス
）、
夜
（
二
ク

ラ
ス
）
と
増
え
、
新
た
に
水
彩

画
・
ヨ
ガ
・
中
国
語
の
コ
ー
ス

も
開
講
い
た
し
ま
し
た
。
六
年

前
は
、
五
〇
人
だ
っ
た
受
講
生

も
今
期
は
、
一
七
〇
名
と
大
幅

に
増
員
い
た
し
ま
し
た
。
受
講

料
は
、
半
期
（
六
月
か
ら
一
一

月
、
一
二
月
か
ら
五
月
）
月
二

回
、
二
時
間
（
英
会
話
は
、
月

四
回
、
一
時
間
）
の
講
座
で
一

万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
当

セ
ン
タ
ー
の
福
祉
事
業
と
し
て

行
っ
て
る
た
め
受
講
料
の
一
部

を
負
担
し
て
お
り
ま
す
。

　

講
師
陣
も
厳
選
さ
れ
た
一
流

の
方
々
を
迎
え
、
受
講
者
の

方
々
か
ら
大
変
喜
ば
れ
て
お
り

ま
す
。
継
続
し
て
受
講
さ
れ
る

方
も
多
く
、
人
気
の
程
が
う
か

が
わ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
講
座
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
新
た
な
講
座

の
開
講
を
考
え
な
が
ら
、
皆
様

に
親
し
ま
れ
る
カ
ル
チ
ャ
ー
ス

ク
ー
ル
を
開
講
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

二
〇
一
三
年
度
前
期
受
講
者
数

〇
英
会
話

　

一
組
（
初
級
）　　

二
一
名

　

二
組
（
中
級
）　　

二
二
名

　

三
組
（
初
級
昼
）　

二
二
名

　

四
組
（
中
級
昼
）　

二
四
名

〇
書　

道　
　

二
五
名

〇
手　

話　
　
　

四
名

〇
絵
手
紙　
　

一
一
名

〇
水
彩
画　
　

一
〇
名

〇
ヨ　

ガ　
　

二
五
名

〇
中
国
語　
　
　

七
名



栃木県労働者福祉団体統一機関紙 (8)

　
　
道
の
駅

特
集

第
十
三
弾
（
湯
の
香
し
お
ば
ら
）

職
域
団
体
合
同

住
宅
相
談
会
　
臨
時
開
催

　

増
税
前
の
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス

今
を
逃
し
た
ら
、
長
年
後
悔
す

る
か
も
！
住
宅
に
関
す
る
疑
問

を
、何
な
り
と
ご
質
問
下
さ
い
。

住
ま
い
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
ご

相
談
に
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

が
お
答
え
し
ま
す
。
職
域
団
体

合
同
で
「
住
宅
相
談
会
」
を
八

月
三
日
（
土
）
宇
都
宮
市
コ
ン

セ
ー
レ
に
於
い
て
臨
時
開
催
を

い
た
し
ま
す
。
当
日
は
、
住
宅

メ
ー
カ
ー
・
リ
フ
ォ
ー
ム
会

社
・
住
宅
設
備
メ
ー
カ
ー
な
ど

住
ま
い
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
が
一
堂
に
揃
い
、「
相
続
や

資
金
計
画
」「
土
地
探
し
」
か

ら
「
新
築
」「
小
さ
な
・
大
き

な
リ
フ
ォ
ー
ム
」
ま
で
住
ま
い

に
関
す
る
お
手
伝
い
を
い
た
し

ま
す
。
是
非
、
こ
の
機
会
に
ご

家
族
お
揃
い
で
気
楽
に
お
越
し

下
さ
い
。
ご
来
場
さ
れ
た
全
員

に
、
コ
ン
セ
ー
レ
１
Ｆ
「
コ
ー

ヒ
ー
コ
ー
ナ
ー
２
０
０
１
」
と

「
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
ウ
ェ
ア
」
で

使
え
る
飲
食
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
住
宅

会
社
と
お
打
合
せ
の
場
合
は
、

最
初
に
栃
木
労
生
協
の
組
合

員
・
会
員
で
あ
る
旨
を
お
話
し

下
さ
い
。
割
引
特
典
の
対
象
に

な
り
ま
す
よ
。

　

ま
た
、
当
日
は
、
①
消
費
税

増
税
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

影
響
、
ろ
う
き
ん
住
宅
ロ
ー
ン

に
つ
い
て
と
題
し
、
１
０
時
３

０
分
と
１
３
時
３
０
分
の
二
回

３
０
分
、
中
央
労
働
金
庫
宇
都

宮
東
ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長
・

小
暮
康
行
氏
か
ら
、
②
家
づ
く

り
は
資
金
計
画
か
ら
＝
安
全
が

第
一
の
住
宅
か
ら
、
ロ
ー
ン
選

び
＝
と
題
し
、
１
１
時
３
０
分

と
１
４
時
３
０
分
の
二
回
４
５

分
、
住
宅
金
融
支
援
機
構
北
関

東
支
店
総
括
調
査
役
・
太
田
徹

氏
を
迎
え
セ
ミ
ナ
ー
も
合
わ
せ

て
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
賢
い

消
費
者
に
な
る
た
め
是
非
ご
参

加
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。（

栃
木
労
生
協
）

　

塩
原
温
泉
・
塩
原
渓
谷
へ
の

入
口
に
「
道
の
駅　

湯
の
香　

塩
原
」
は
あ
り
ま
す
。
塩
原
大

根
の
有
名
な
地
な
ら
で
は
、〝
切

干
大
根
饅
頭
〟
な
ど
は
ユ
ニ
ー

ク
で
す
。

【
所
在
地
】

　

那
須
塩
原
市
関
谷
四
四
二
国
道 

　

四
〇
〇
号
沿
い

【
営
業
時
間
】
九
時
～
一
七
時

【
Ｔ
Ｅ
Ｌ
】
〇
二
八
七
・
三
五
・
四
四
〇
一

【
八
月
一
七
日
に
「
夏
の
・
人
・

時
ま
つ
り
】
開
催

当
日
は
多
く
の
模
擬
店
や
よ
さ

こ
い
ソ
ー
ラ
ン
、
夜
に
は
打
ち

上
げ
花
火
も
行
わ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
八
月
三
一
日
は
「
野

菜
の
日
」
と
し
て
野
菜
が
二
割

引
き
に
て
販
売
予
定
。

【
レ
ス
ト
ラ
ン
情
報
】

　
「
那
須
高
原
ミ
ル
ク
街
道
」

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
冠
に
し
た

「
み
る
ひ
ぃ
う
ど
ん
」に
夏
バ
ー

ジ
ョ
ン
が
登
場
。
つ
け
汁
に
牛

乳
を
使
用
し
た
付
け
麺
で
夏
野

菜
も
た
っ
ぷ
り
食
べ
ら
れ
ま

す
。ま
た
、「
梅
サ
ラ
ダ
う
ど
ん
」

も
人
気
。
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
で
は

定
番
と
な
っ
た
「
キ
ウ
イ
ソ
フ

ト
ク
リ
ー
ム
」
に
加
え
リ
ン
ゴ

ジ
ュ
ー
ス
を
使
用
し
た
「
リ
ン

ゴ
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
」
も
人
気

で
す
。
ぜ
ひ
、
一
度
ご
賞
味
下

さ
い
。


